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電磁誘起透明化(EIT)現象は物質内での遅い

光を実現するための有望な現象である。EIT 現象
が生じた時の透過スペクトルの特徴は，ブロード

な吸収ディップ内に，シャープな透過バンドが現

れることである。そのとき、透過バンド内では位相

が周波数に対して急激に変化し、遅い群速度を

実現することができる。このような EIT のスペクトル
は， Q 値の異なる二つのメタマテリアルを用いて
模擬することができ，近年、いくつかの研究が報

告されている。 
本研究では、メタマテリアルを用いて EIT を模

擬することで、時間波形においてナローバンドの

テラヘルツ(THz)パルスの遅延を観測したので報
告する。 
図１のようにポジ型の閉鎖リング共振器(CRR)

の内部に分割リング共振器(SRR)を配置した[1]試

料を用いた。図2は試料表面に対して垂直にTHz
パルス波を入射したときの透過スペクトルと位相

差スペクトルの結果である。Ex偏光で THz 波を入
射したとき CRR と SRRはともに 1.2THz付近で共
鳴し、その周波数で透過バンドが現れる。そのとき，

位相が周波数に対して急激に変化し、THz パル
スが遅れる。 
図 3 に THzパルスの時間波形を観測した結果

を示す。試料の積層枚数が 1 枚増加するごとに、
約 2.14ps の遅延が観測できた。講演では、試料
表面の電場の時間分布や別の構造での結果を

示し、より詳細な議論を行う予定である。 
 

     
図 1 作製した試料の顕微鏡写真  
(基板：ZEONOR® 厚み 100μm, 金属膜：銅  厚み 350nm) 

 

 
図 2 透過スペクトル(赤線)と位相差スペクトル(青線) 

 

 
 図 3 試料 2 枚積層(赤), 及び 3 枚積層(青)における透過テラヘル
ツパルスの時間波形  
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